
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もりのおはなし 

『森
もり

の石
いし

と空
そら

飛
と

ぶ船
ふね

』 
(岡田淳/作 偕成社)913/ｵ 

小学
しょうがく

6
ろく

年生
ね ん せ い

のシュンは、一匹
い っ ぴ き

の

白
し ろ

いネコをたすけました。する

と、むこうの世界
せ か い

「サクラワカバ

島
と う

」にまよいこみ、冒険
ぼ う け ん

がはじま

りました。 

 

  えほん 

 
『もりのなか』 

(マリー・ホール・エッツ/文・絵  

福音館書店)ｴﾎﾝ/ｴ 

ぼくは、ぼうしをかぶり、ラッ

パをもって、もりへさんぽにでか

けました。すると、ライオンがひ

るねをしていました。 

 

   ほかにも こんな ほん 

『もりのせんたくやさん』（えほん） 
（矢部美智代/作 田頭よしたか/絵 フレーベル館）ｴﾎﾝ/ﾀ 

『森
もり

ねこのふしぎなたね』（1・2 ねん） 
（間瀬みか/作 植田真/絵 ポプラ社）913/ﾏ 

『こぎつねルーファスのぼうけん』（1・2 ねん） 

（アリソン・アトリー/作 岩波書店）99/ｱ 

『森
もり

の顔
かお

さがし』（3・4年
ねん

） 
（藤原幸一/写真・文 そうえん社）ｴﾎﾝ/ﾌ 

『北
きた

の森
もり

の十二か月
じゅうにかげつ

』（3・4年
ねん

） 
（ニコライ・スラトコフ/文 福音館書店）48/ｽ 

『森
もり

の診療所
しんりょうじょ

ものがたり』（5・6年
ねん

） 
（竹田津実/作 岡本順/絵 偕成社）913/ﾀ 

『いとの森
もり

の家
いえ

』（5・6年
ねん

） 
（東直子/著 ポプラ社）913/ﾋ 

 

  1・2 ねん 

 
『もりのへなそうる』 

(わたなべしげお/作 やまわき 

ゆりこ/絵 福音館書店)913/ﾜ 

てつたくんとみつやくんの兄弟
きょうだい

は、森
も り

の中
な か

で「へなそうる」とい

うくいしんぼうなかいじゅうにで

あい、いっしょにあそびました。 

 

『森
もり

は生
い

きている』 
(サムイル・マルシャーク/作 

 岩波書店) 99/ﾏ 

大
お お

みそか、わがままな女王
じょうおう

が、

春
は る

に咲
さ

くマツユキソウの花
は な

を探
さ が

せ

とおふれを出
だ

しました。働
はたら

き者
も の

の

娘
むすめ

は、花
は な

を探
さ が

して森
も り

へ行
い

きました。  

  3・4年
ねん

 

 

  5・6年
ねん

 

 


